
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先 

長岡市福祉保健部 健康課 
電話 ０２５８－３２－５０００ 

メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）って？ 

内臓脂肪型肥満に高血糖、高血圧、脂質代謝異常といった危険因子が組み合わさることによ

り、心臓病や脳卒中といった命に関わる病気を引き起こしやすい病態です。 

 

数値１つ１つは軽くても危険因子がいくつも重なっていると危険！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脱メタボの鍵は「内臓脂肪」 

たまりすぎた内臓脂肪からは、さまざまな悪玉物質がでることが分かっています。 
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労働者作業関連疾患総合対策研究班の調査（2001）より 

 

狭心症や心筋梗塞などを発症した人が危険

因子（肥満・高血糖・高血圧・脂質異常）を

どの程度もっていたかを調べた研究による

と、危険因子を３つ以上持っている場合、そ

の危険度は約３６倍と急激に高くなりま

す！ 

メタボリックシンドローム 

 

動脈硬化 
高血糖 高血圧 

脂質異常 

   TNF-α アンジオテンシノーゲン 

 
PAI-1 

内臓脂肪 

脂肪細胞から出る物質 

インスリンの働き 

を邪魔する 

・中性脂肪の合成 

を活発にする 

・HDL-C の合成 

を低下させる 

血圧を上げやすくする ・血栓をつくりやすくする 

・血管の修復を妨げる 

 FFA 


